中国、少数民族のハイレベル人材を育成する修士・博士課程を設立
中国教育省によりますと、中国は2006年から、少数民族のハイレベル人材を育成する修士・博士課程を初めて設立するとのことです。

この計画では、2006年、中国は2500名の少数民族のハイレベル人材を育成する予定です。そのうち、修士2000名、博士500名で、10％の漢族が含まれるとのことです。これらの修士と博士課程は教育、科学技術、医学、文化芸術、情報技術、経済、公共事業の管理などの分野に及んでいます。

とにかく、経済の発展も国の発展も教育に頼らなければなりませんので、少数民族の発展も人材の育成を重視すべきですね。「人こそ宝」と言いますからね。

湖南省、民族文化を保護する法律条例が来年発足

中国南部の湖南省文化庁によりますと、湖南省の土家族や苗族などの少数民族の民族文化を保護する法律条例が来年2月から実施されるとのことです。これは中国で非物質的文化遺産を保護する初めての行政法規です。

この条例は、湖南省の土家族や苗族などの少数民族の民族文化やマナー、祝祭日、舞踊などを保護するもので、少数民族文化の安定した発展を促すものと見られています。

少数民族の非物質的文化遺産は民族文化で大きな割合を占めています。そうですか。民族音楽や、民族舞踊、風俗習慣など、具体的な形がないものの、少数民族の文化の神髄と言えるでしょう。来年2月から湖南省ではこの少数民族の非物質的文化遺産を保護する法律条例が中国で初めて実施されますので、これから、中国で更に多くの地方で実施されるでしょう。

民族衣装のファッションショ、北京の大学で上演

中国民族博物館はこのほど、清華大学や北京大学など、北京10校の大学で、中国56の民族の民族衣装によるファッションショーを行いました。多彩な民族衣装は北京の大学生たちを魅了しました。

今回のファッションショーは「2005多彩中華・民族文化ウィーク」というテーマで、漢族を含む中国56の民族の民族衣装を披露し、200枚以上の作品を出しました。ファッションショーに合わせて、各少数民族の民族音楽や舞踊も学生たちの心を奪いました。

このファッションショーはこれから、南の深セン、広州、貴州省で行われる予定です。

実は中国56の民族はそれぞれ伝統的な民族衣装を持っています。でも、同時に見られることは、なかなかありがたいです。服装だけではなく、いろいろなアクセサリー類も見所だと思います。中国の民族衣装に興味があれば、ぜひ中国民族博物館へ訪れください、いろいろ見られますよ。

第5回中国民族舞踊コンテスト、貴州省で開催

第5回中国民族舞踊コンテストは10月31日、中国南部の貴州省貴陽市で行われました。北京、上海、広東省、湖南省、雲南省、新疆ウイグル自治区、海南省など19の省、市、自治区から来た50以上の民族舞踊団体が今回のコンテストに参加し、1000人余りのダンサー、66の舞踊は中国民族舞踊のグランプリ『蓮の花賞』を争っています。

中国民族舞踊コンテストは国家レベルのコンテストで、グランプリの『蓮の花賞』は中国民族舞踊のダンサーにとって、一生の憧れとも言えます。

